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背景｜工数見積もり

｜アジャイル反復開発において，正確な工数
見積もりは以下のような利益をもたらす[8,17]

- タスクのサイズの概算
- 最適な作業割り当て

｜タスクの工数はドキュメントから得られる
情報に基づいて見積もられる

- しかし，ドキュメンテーションの優先順位は，
開発するソフトウェアよりも低い[16]

- ドキュメントが整備されておらず，工数見積もりを
するための情報が不十分である可能性がある[29]
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研究目的

｜正確な見積もりを達成しながら，どのように
文書化の労力を最小化できるかということに

ついては，ほとんど知られていない

｜研究目的

- どのような情報を文書化すべきかを理解すること
（どのようにすれば十分な量の文書を提供できるか）
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RQ

｜RQ1：文書化された情報はどの程度重要か

- 動機：アジャイル開発者が文書化された情報の
重要性をどのように認識しているかを知る

｜RQ2：文書化された情報の変更が与える影響

- 動機：文書化された情報の変更が，他の情報源と比較して
再見積もりに影響を与えるのかを知る

｜RQ3：どのような情報が工数見積もりに有用であるか

- 動機：工数見積もりのために文書化すべき情報を明らかにする
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調査方法｜アンケート調査

｜アジャイル開発者を対象にアンケート調査を実施

- LinkedInのDMを用いて募集（1500人）

｜雪だるま式アプローチも実施

- 他のソフトウェアエンジニアにアンケートのリンクを
広げるよう依頼

｜合計148人の回答（回答率10%）を得た
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調査方法｜データの前処理

｜アンケートの回答より以下の基準を満たす
回答者を抽出

- アジャイル手法を利用している
- 工数見積もりの経験がある

｜合計121人の回答者を得た
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RQ1｜文書化された情報はどの程度重要か
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98%

75%

53%

回答者の98％が文書化された情報は重要であると回答
多くの回答者が文書化された情報と工数を

最新の状態に保とうとしている



RQ2｜文書化された情報の変更が与える影響
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文書化された情報が変更された場合，他の情報が
変更された場合より再見積もりの頻度が高い



RQ2｜文書化された情報の変更が与える影響

｜再見積もりを行う理由

- 変更が重要，または信頼できるソースであるため

｜再見積もりを行わない理由

- チームに再見積もりを行わない方針があるため
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RQ3｜どのような情報が工数見積もりに有用であるか

10

工数見積もりに有用な文書化情報として，
機能要件が最も多く挙げられている



RQ3｜どのような情報が工数見積もりに有用であるか

｜有用な文書化された情報が，工数見積もり時に，
品質問題が発生することがある可能性がある

- 機能要件を有用とした回答者の74%が，機能要件の
文書化された情報には品質上の問題があると回答
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考察｜提案

｜工数見積りを容易にし，その精度を向上させるために，
有用な情報は文書化され，レビューされるべき

- 工数見積もりを確定する前には，有用な情報が
文書化されているか注意を払う必要がある

｜今後行うべきこと

- 工数見積もりの際に利害関係者に情報を確認すること
- 工数見積もりのための文書化された情報の品質を
評価するツールや技術の開発に焦点を当てること
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結論

｜121人のアジャイル開発者を対象とした調査研究を通じて，

以下のことを明らかにした

- ドキュメントの優先順位は低いにも関わらず，回答者の大多数は
ドキュメントを使用し，重要であると考えている

- 文書化された情報が変更された場合，他のソースの情報が
変更された場合より再見積もりの頻度が高い

- 機能要件は，工数見積りに有用な情報であるが，工数見積り中に
これらの有用な情報が変更または欠落する場合がある
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所感

｜工数見積もりの有用さに関わらず，情報の変更や
欠落の可能性があるように感じた

｜研究でも必要最小限のドキュメントを
作成することを目指している

14



補足資料
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補足｜用語と定義

｜情報
- 開発中のソフトウェア製品を理解するための記述
例）ソフトウェア機能

｜文書化された情報
- ソフトウェア製品に関連する情報のうち，文書に取り込まれて
記録されたもの

- 本研究における文書は，物理的な紙に記録することも，
タスク管理システム（JIRAなど）に記録することもできる

- 以下は文書化された情報と呼ばない
• ソースコード（コードコメントなど）

• ソフトウェア開発プロセス

• ユーザマニュアル

• 非公式なコミュニケーション（ディスカッションチャットなど）
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補足｜調査結果の概要
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